
秋田県・市町村協働政策会議の協議事項について

部局名 健康福祉部

項 目 名 介護予防事業等の取組の推進について

提 案 要 旨

第８期介護保険事業（支援）計画（令和３年４月～令和６年３月）

の策定において、基本指針の「自立支援、介護予防・重度化防止の推

進」について、県と市町村が協力して進めていく。

理 由

（背景等）

介護サービスの需要が、今後ますます増加・多様化する中、現役世代の

減少が顕著となることから、持続可能な介護保険制度を維持する上で、自

立支援及び介護予防による元気な高齢者の増加は、本県にとって最も重要

な課題のひとつでもあり、県と市町村が協力して次の取組を推進する。

【介護予防の充実・推進に向けた取組】

○ 効果的な自立支援型地域ケア会議の推進

市町村：

・医療や介護などの多職種が連携し、ケアプランの検討や地域課

題の抽出、政策プランの検討を行う自立支援型地域ケア会議に

おける効果的な取組の推進

県：

・自立支援型地域ケア会議への医療専門職の参画支援

○ 通いの場における多様なプログラムの実施

市町村：

・参加者のニーズに応じ、食生活や健康づくりなど認知症予防を

含む介護予防につながるプログラムの効果的な実施

・コロナ禍でも高齢者の活動低下を防ぐため、ＩＣＴを活用した

「オンライン通いの場」など新たな生活様式に対応する取組

県：

・通いの場での健康づくり活動実施のため、市町村担当者のスキ

ルアップ研修開催や通いの場への専門職等の参加調整

・県と包括連携協定を締結している民間企業の協力による、新た

な活動の導入支援

・大学と連携したＷｅｂ併用の認知症予防に資する活動の普及

○ 地域包括ケア「見える化」システムのデータ活用

市町村：

・同システムのデータを活用した多面的な地域分析と、住民を含

めた関係者との間での課題の共有

県：

・同システムによるデータ分析に関する市町村担当者向けの研修

会の開催と、さらに一歩踏み込んで個別の市町村に対して行う

データ分析を活用したコンサルテーションによる支援

資料３






